演算論理装置（えんざんろんりそうち）は、ALU(Arithmetic Logic Unit)とも呼ばれ、コンピュータに搭載されるマイクロプロセッサ(CPU)を構成する部品の1つ。

ALUはCPUの中核である実行ユニットの一部である。 ALUは様々な四則演算や論理演算などを処理する。

ALUは以下のような動作をする。

整数演算操作 (加算、減算) 

論理演算 (AND、OR、XOR)

半加算器（はんかさんき、Half adder）は、2進数の同じ桁どうしの演算をして（通常は最下位の桁）、桁上がりは桁上げ出力（Carry out）によって出力する。AND、OR、NOTの3種類の論理回路のみで構成できる。

入力A、入力B、出力（S、Sum）、桁上げ出力（C、Carry out）の関係を示す真理値表は次の通り。

A B C S 

0 0 0 0 

0 1 0 1 

1 0 0 1 

1 1 1 0
全加算器（ぜんかさんき、Full adder）は、2進数の最下位以外の同じ桁どうしの演算をして、下位からの桁上げ入力を含めて出力する。下位の桁上げ出力を上位の桁上げ入力に接続することにより、任意の桁数の2進数の加算が可能となる。1個の全加算器は、2個の半加算器と1個のORから構成される。

入力A、入力B、桁上げ入力（X）、出力（S）、桁上げ出力（C）の関係を示す真理値表は次の通り。

A B X C S 

0 0 0 0 0 

0 0 1 0 1 

0 1 0 0 1 

0 1 1 1 0 

1 0 0 0 1 

1 0 1 1 0 

1 1 0 1 0 

1 1 1 1 1
